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皆さん，こんにちは．水利工学研究領域の吉田武郎です．昨年

10 月から 1 年間アリゾナ大学に滞在し，共同研究する機会を頂き

ました．すでに滞在して 5 ヶ月が過ぎ，折り返し地点が見えてき

たところですが，ここから数回に分けてこちらの様子をお伝えし

ようと思います．

====アリゾナ大学==== 

アリゾナ州はアメリカ合衆国の南西部に

位置する州です．先週までメジャーリーグの

キャンプが行われており，非常に温暖な気候

で知られています（温暖といっても，4 月現

在ですでに最高気温は 35 度を超えていま

す）．大学の位置するトゥーソン（Tucson）
という街はアリゾナ州の南部，メキシコ国境

まで車で 1 時間程度の距離にあり，街を一歩

出れば，沙漠に背の高いサボテン，西部劇で

観たような世界が広がっています．

そんな沙漠の中にぽつんとある街，トゥー

ソンの名前はネイティブアメリカンの「黒い川」という言葉に由来しているそうです．実際

に 1920 年代まではここトゥーソンでも川の流れがみられたそうですが，それ以降，地下水

のくみ上げが増加するのに伴って，現在はほとんど川に水がない状態が続いています．

こうした問題を背景として，それまで地質学部の一講座であった水文学講座が 1966 年に

独立し，現在私が滞在している水文水資源学部が誕生しました．アメリカでは水文学の研究

者は工学部や地質学部に所属することが多いのですが，アリゾナ大学は水文学のみで独立し

た学部をもつことが特徴で，さらには水資源という社会的な側面からも特色のある研究がす

すめられています．

さて，この原稿執筆中の 4 月上旬に，アリゾナ大学で Earth Week という企画がありまし

街の周りはこんな感じ 
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た．これは，School of Earth and Environmental Science（SEES）1に所属する学部が，日替

わりで学部紹介を行うイベントです．SEES には，水文水資源の他，大気科学，地球科学，

土壌環境科学などの学部が所属しています．水文水資源学部の紹介日（El Dia del Agua とい

います．スペイン語で「水の日」です）の開会挨拶で学部長が繰り返し述べていたことは，

「これまでの水文学に軸足を置きながらも，新しい科学としての道を探求していく」ことで

した．先にも述べたように，水文水資源学部の成り立ちは工学的な課題に端を発し，実際に 
“College of Engineering” に属していた時期も長かったのですが，現在は “College of Science” 
に属しており，少しずつその性格も変わってきているのかもしれません． 

現在，私は，地表水文を研究する Peter Troch 教授のグループに所属しています．Peter
の主な研究テーマは，「川の流出過程がどのように発達してきたか」を明らかにすることで

す．そんな研究の一端も，次号以降，少しずつご紹介したいと思います． 

 

====もう一つの私のテーマ==== 

そんな Peter の研究に惹かれてアリゾナにやってきたのですが，研究活動以外に自分なり

にテーマがあります．それは，「科学を感じる」ということです． 

“科学というのは，自然発生的にできたものではなく，ヨーロッパにおいて「考え

出された」ものである．その歴史のせいかどうかはわからないが，ヨーロッパ，お

よび，第二次世界大戦前後にその流れを大きくとりいれたアメリカでは，科学およ

び科学者というものに対する感覚が日本とはだいぶ違うように思う．”  

－「なかのとおるのつぶやき」より－ 

これは，海外で研究をしてみたいと思い始めたときに読んだ文章の一節で，印象に残って

いるものです．これまで海外の論文を読んだときに「よくそんな問いを思いつくなぁ」と，

その新たな切り口に感心することがしばしばありました．そして，海外の研究者はなにか違

うことを企んでいるんじゃないか，私とは全く違う風にものを考えているんじゃないか，と

疑問を持ったのです．少しでもそうした違いの秘密を探りたいというのも，今回のテーマの

一つです． 

                                            
1 ここでいう School は日本語には訳しづらいのですが，いくつかの学部の集合です．さら

に School の上には College という階層があります．ちなみに土木学部は College of 
Engineering に属しています． 

 
水のない川 
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それでは，5 ヶ月過ごしてどうか？実際，一緒に仕事をしてみると，Peter を始め，周りの

ポスドク，大学院生たちはあっけないほど「ふつうの人」という印象で，その秘密はナゾの

ままです．これから半年，その印象が変わるかな？などと期待しながら，過ごしてみたいと

思います．お気軽におつきあい頂ければ幸いです． 

 

 

 

サボテンコラム：沙漠の洪水 

「沙漠での死因として溺死が多い」という話を聞いたことがあるでしょ

うか．夏の雨季によく発生する豪雨により，乾いた大地の上を急激に水

が流れることがその原因のようです．実際に，去年 9 月の洪水でトゥー

ソン近辺では 2 人の方が亡くなったそうです．川では，ショッピングカ

ートが流れ着いているのをみました．アメリカのショッピングカート，

日本のものよりずいぶん大きくて重いんですけどね． 
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